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と競技者がペアで行う

ドッグスポーツ、ディ

スクドッグの世界大会

が 10 月 15、16 日にアメリカの

ジョージア州カータースビル市で

行われ、対雁のドッグスポーツ練

習場所属の髙岩万里さんが、2 度

目の挑戦で見事優勝しました。町

内でペットシッターも営む髙岩さ

んにペットとの接し方について聞

きました。

最近
になって気付いたの

は、犬の順応力の高

さとしたたかさです。「犬はなま

けもの」という人もいますが、狼

が自分で獲物を捕らえるのと違

い、犬は長い間、人間に飼いなら

されてきました。そして人間と上

手く付き合うことで生きていく方

法を身につけたのです。主人と一

緒にいたい、生きたいという生き

物なんですね。

しつけ
は簡単ではあり

ません。よく観

察し、その子を知ることが大切で

す。犬も褒められたいので、出来

た時にタイミングよく褒めてあげ

ることで信頼関係が生まれ、人を

理解しようという意欲が育ちま

す。出来ない時は、上手く伝わっ

ていないということ。飼い主が伝

える工夫をし、根気よく接するこ

とが必要だと思います。心が通じ

あえた時、本当にうれしいですね。

私も練習の後、上手く褒める事が

できたか、しっかり伝わったかを

ふり返ります。関わりすぎ、やり

すぎも禁物。今回、渡米前の半月

は、できるだけ練習を控えました。

それが大会での弾けるようなカイ

の動きを引出し、優勝につながっ

たのだと思います。

犬と
の深い関わりは、結

婚 10 年目の時。主人

が指輪をプレゼントすると言って

くれましたが、その時、私は指輪

より犬を選んだのです。人間と一

緒に仕事をする犬種のボーダーコ

リーに以前から興味があり、ペッ

トとして飼うことになりました。

今のようにドッグスポーツに取り

組むのはずっと後のことで、彼が

来てからは我家の雰囲気が明らか

に変わりました。会話が増えたり、

優しくなったように思います。家

族の絆を教えてくれたのです。

飼い方
は犬に合わせて

無理をすること

はないと思います。食事と排泄な

ど基本の世話以外は、家族の生活

スタイルに合わせていけばいいの

です。毎日の散歩も絶対必要かと

いえば、そうとも限らないと思い

ます。飼い主がどれだけ自分達の

ことを気にかけているのか、彼ら

はそれを感じ取って生きているの

です。　　　　（11 月 11日 取材）
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